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　今年は自5年。サルも木から落ちると申しますが、

思わぬ落とし穴に入らないよう、このり年頑張つて

いきたいものです。

　写真は、精忠神社の歳旦祭のようす。
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歴
史
と
緑
と
活
力
が
調
和
し
た

　
　
田
園
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て

解
と
ご
協
力
に
よ
り
着
実
に
そ
の
基

盤
と
な
る
事
業
を
推
進
で
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

壬
生
町
長

　
清
水
　
英
世

　
皆
さ
ま
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ぎ
い
ま
す
。
平
成
四
年
の
輝
し
い

初
春
を
寿
ぎ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
壬
生
町
総
合
振
興
計
画
を

基
調
と
し
て
、
「
緑
と
太
陽
と
空
間

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
諸
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理

進
状
況
に
つ
い
て
、
ご
報
告
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
町
民
生
活
の
基
盤
で
あ
り
ま
す
基

礎
的
条
件
の
整
備
で
は
、
町
道
を
は

じ
め
、
壬
生
北
部
土
地
区
画
整
理
事

業
や
児
童
公
園
・
聖
地
公
園
の
整
備

を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
聖
地

公
園
は
町
民
の
方
に
第
一
期
造
成
区

域
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　
教
育
の
面
で
は
、
義
務
教
育
施
設

の
充
実
を
図
る
た
め
、
藤
井
小
・
羽

生
田
小
学
校
プ
ー
ル
、
安
塚
小
学
校

校
庭
整
備
を
図
っ
た
ほ
か
、
壬
生
中

学
校
第
二
体
育
館
建
設
を
進
め
て
お

’濡ら~，

り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
の
た
め
に

副
読
本
「
の
び
ゆ
く
壬
生
町
」
の
改

訂
版
を
作
成
し
、
中
学
生
に
は
引
き

続
い
て
二
名
の
英
語
指
導
助
手
を
招

致
す
る
な
ど
、
教
育
内
容
の
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
公
民
館
等
の
社
会
教

育
施
設
を
活
用
し
て
、
各
種
講
座
や

文
化
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

郡
民
体
育
祭
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
祭

を
開
催
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
温

か
い
ふ
れ
あ
い
の
も
と
、
活
力
と
創

造
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
で

き
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
促

進
と
年
々
増
加
す
る
ご
み
処
理
に
対

応
し
、
資
源
ご
み
回
収
報
償
金
制
度

を
設
け
町
民
の
方
々
の
ご
協
力
の
も

と
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
社
会
福
祉
で
は
、
高
齢
化
社

会
に
向
け
、
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
諸

事
業
を
推
進
し
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　
産
業
振
興
の
面
で
は
、
基
幹
排
水

対
策
、
圃
場
整
備
、
農
道
整
備
、
畜

産
環
境
整
備
等
の
条
件
整
備
と
首
都

圏
農
業
確
立
の
た
め
、
い
ち
ご
、
か

ぼ
ち
や
を
は
じ
め
園
芸
作
物
の
産
地

育
成
を
図
っ
た
ほ
か
、
街
路
灯
整
備

補
助
事
業
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
等

商
工
観
光
の
振
興
に
も
努
め
て
お
り

ま
す
。
ソ
フ
ト
の
面
で
は
、
町
民
の

方
々
に
国
際
的
視
野
を
広
め
な
が
ら

連
帯
感
を
強
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

初
め
て
海
外
行
政
視
察
団
を
派
遣
し
、

大
き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
四
年
度
で
は
、
厳
し

い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
、
町
振
興
計
画
に
計
上

い
た
し
ま
し
た
そ
れ
冷
べ
の
事
業
を

推
進
し
て
参
る
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
北
関
東
自
動
車
道
は
、
整
備
計
画

路
線
に
昇
格
し
建
設
に
向
け
調
査
が

始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
道

路
網
の
整
備
や
乱
開
発
防
止
の
た
め
、

計
画
的
な
土
地
利
用
計
画
（
２
１
世
紀

に
向
け
た
町
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
）
を
策
定
し
、
調
和
の
と
れ
た

　　./･W
./

町
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
は
特
に
、
公
園
的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
田
園
文
化
都
市
を
目
指

し
て
、
公
園
整
備
に
力
を
入
れ
て
参

り
ま
す
。
町
中
央
部
に
考
え
て
い
る

総
合
公
園
は
、
核
と
な
る
運
動
公
園

と
お
も
ち
や
博
物
館
を
具
体
化
し
、

聖
地
公
園
を
含
め
一
体
化
し
た
潤
い

の
あ
る
総
合
公
園
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
東
雲
公
園
の
再
整
備

計
画
に
と
り
組
む
一
方
、
琳
が
計
画

し
て
い
る
競
馬
場
移
転
に
伴
う
馬
事

公
苑
づ
く
り
に
も
協
力
し
｀
て
ま
い
る

考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
老
人
福
祉

も
大
き
な
課
題
で
す
の
で
、
四
月
か

ら
担
当
係
を
新
設
し
、
心
の
通
う
福

祉
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
環
境
整
備
で
は
、
町
民
か
ら
要
望

の
多
い
上
下
水
道
の
拡
大
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ご
み
処
理
対
策
と

し
て
、
ご
み
減
量
化
と
資
源
の
再
利

用
の
観
点
か
ら
も
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

の
展
開
と
環
境
セ
ン
タ
ー
（
最
終
処

分
場
）
の
整
備
を
町
民
の
ご
協
力
の

も
と
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
農
業
を
と
り
ま
く
環

境
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、

圃
場
整
備
、
農
道
整
備
、
農
産
物
一

元
集
荷
所
等
の
条
件
整
備
と
特
産
作



ぶみ

物
の
産
地
育
成
に
努
め
て
参
る
考
え

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
町
民
の
海
外
派

遣
事
業
や
姉
妹
都
市
の
滋
賀
県
水
口

町
と
の
文
化
交
流
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
）

・
町
は
今
、
県
内
随
一
の
町
と
し
て

着
実
な
進
展
を
続
け
て
お
り
、
私
は

2
1
世
紀
を
展
望
し
、
町
民
の
皆
様
の

ご
意
向
を
町
政
に
最
大
限
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く

り
の
た
め
、
行
政
課
題
に
積
極
的
に

と
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
町
議

会
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

住
民
生
活
の
向
上
に
努
力

　
町
議
会
議
長

　
　
　
青
柳
　
健
吾

　
平
成
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町

議
会
を
代
表
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新

春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
春
を
、

報
皆
様
と
共
に
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

広
| | | | I F I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1３| | | | 1 1 1 Ⅲ | 1 1 1 1 1 1 1 1

す
こ
と
は
、
私
の
最
も
歓
び
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
誠
に
ご
同
慶
に
た

え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
、

議
会
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
衷
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

同
体
が
創
設
さ
れ
、
戦
後
４
０
年
余
り

続
い
て
き
た
米
ソ
の
冷
戦
が
終
り
、

新
し
い
世
界
秩
序
が
生
ま
れ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
２
０
世
紀
最
後
の
1
0

年
間
に
起
き
た
こ
の
大
激
動
は
、
ア

ジ
ア
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
伴
う
、

経
済
情
勢
の
変
化
、
高
齢
化
社
会
へ

の
急
激
な
進
展
や
国
際
化
の
進
展
、

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
国
際
経

済
摩
擦
な
ど
、
我
が
国
に
お
け
る
行

政
制
度
や
社
全
経
済
の
シ
ス
テ
ム
と

運
営
に
、
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し

っ
っ
あ
り
、
社
会
情
勢
の
変
貌
は
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
環
境
保

全
施
策
、
地
域
福
祉
施
策
を
は
じ
め

と
し
て
、
地
方
自
治
の
果
た
す
役
割

は
、
益
々
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
議
会
と
し
ま
し
て
は
、

住
民
の
代
表
と
し
て
、
町
民
の
意
志

を
尊
重
し
、
可
能
な
限
り
町
政
に
反

映
す
べ
く
、
重
大
な
任
務
を
負
っ
て

お
り
ま
す
。

　
更
に
、
社
会
の
変
化
を
的
確
に
把

握
し
、
2
1
世
紀
に
向
け
た
、
新
し
い

町
づ
く
り
と
、
住
民
の
生
活
向
上
に
、

な
お
Ｉ
層
の
努
力
を
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
限
り
な
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
終
り
に
臨
み
、
皆
様
方
め
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

-賀詞交歓会に

400名が出席

　
平
成
４
年
の
新
年
を
迎
え
て
、
町

と
農
業
協
同
組
合
、
商
工
会
が
共
催

し
関
係
役
員
と
と
も
に
新
年
を
祝
福

す
る
賀
詞
交
歓
会
が
１
月
７
日
、
壬

青
柳
議
長
の
音
頭
で
乾
杯

生
中
央
公
民
館
で
開
催
、
約
４
０
０

人
が
列
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
を
し
た
清
水
町
長
は
、

　
「
町
の
人
口
は

内
で
も
最
も
発

を
越
え
、
県

待
さ
れ
て
い

る
町
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
も

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
縁
と
太
陽
と
空
間
を

生
か
し
た
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
Ｊ
と
町
行
政
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
太
栗
丹
波
農
協
組
合
長
、

鈴
木
郁
夫
商
工
会
長
、
来
賓
か
ら
佐

藤
　
勉
県
議
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
青

柳
健
吾
町
議
会
議
長
の
音
頭
で
乾
杯

を
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
な
が
ら
、
な
ご
や
か
に
歓
談

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
清
水
町
長
　
し
て
い
ま
し
た
・



一

広報み
s,iこ闇闇

･

||||lllllllljlllll111jlllll4 ･||||ldlllllllllll」

　町民のみなさんに町の財政がどのようになってい

るかを知っていただくとともに、町政に対する理解

を深めていただくため、財政状況の公表をしていま

す。

　今回は、平成２年度の決算状況についてお知らせ

します。

家計簿
決算状況

①歳入の状況

国慧1:j8気その他57%
　　地方譲与税3.2％

　　2億6;658万2千円ゝ

県支出金3.2％

2億6､818万1千円＼／

決
算
の
概
要

その他4.7％
S憧8,765万ﾄﾞf

　
平
成
２
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
8
3
億
４
、
０
９
８

万
４
千
円
と
な
り
、
予
算
額
に
対
し
Ｉ
・
６
％
の
増
収
、
前
年
度

決
算
額
に
比
べ
９
・
２
％
の
減
で
し
た
。
ま
た
、
歳
出
は
、
7
9
億

７
、
８
６
６
万
５
千
円
と
な
り
、
予
算
額
に
対
し
9
7
・
Ｉ
％
の
執

行
、
前
年
度
決
算
額
に
比
べ
９
・
５
％
の
減
で
し
た
。

　
グ
ラ
フ
①
は
、
歳
入
の
決
算
割
合
を
示
し
た
も
の
で
す
。
町
税

な
ど
の
自
主
財
源
が
総
収
入
の
6
5
・
３
％
を
占
め
、
地
方
交
付
税

や
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
3
4
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て

い
る
か
は
、
②
歳
出
の
状
況
の
と
お
り
で
す
。

　
グ
ラ
フ
③
は
、
性
質
別
歳
出
状
況
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
全

体
の
3
4
・
５
％
を
占
め
る
普
通
建
設
事
業
費
は
、
壬
生
北
部
土
地

区
画
整
理
事
業
へ
の
助
成
、
前
年
度
に
引
き
続
き
壬
生
聖
地
公
園

の
整
備
と
、
壬
生
小
学
校
体
育
館
・
プ
ー
ル
建
設
、
安
塚
小
学
校

校
庭
拡
張
の
用
地
、
ｗ
費
な
ど
、
施
設
整
備
の
た
め
の
費
用
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
４
・

2憧8.867714千円’･7ii8一i

②歳出の状況③性質別歳出状況
議会費1.8％

1憧4,386万7千円

公債隻8.5％

6億7,970万a千

その他

-

積立金

7.5％

農林水産妾費

　　5.4％

労働費0.3％　2,681万7千円

商工費1.3％　1傀187万2千円

災害復旧費0.1％175万S千円
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億円

100

80

60

40

20

特別会計決算状況

61

まちの
平成２年度

決算額の推移
(昭和61～平成２年度)

62 63
一

応
２

年度

(単位：千円)

会　　　　計 歳　　入 歳　　　出 繰　越　金

※固資本的収入額が資本

　　的支出額に不足する

　　額は、過年度損益勘

　　定留保資金及び当年

　　度損益勘定留保資金

　　当年度消費税収支調

　　整額で補てんした。

国民健康保険 1,718,928 1,624,461 　　94,467

基本積立金

　　(20,000)

公共下水道事業 1,427,749 1,397,986 29,763

奨　学　頁　金 2,083 1，240 843

老人保健事業 1,413,229 1,398,941 14,288

水

道

事

業

収益的収支 総収益額

　472,001

総支出額

　397,037

純　利　益

　　74,964

資本的収支 総収入額

　62,430

総支出額

　166,733

※固

　収支不足額

　　104,303

ヽ－

､

ｊ

佃1’
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税の標語原畠i)を表彰

第
３
回
納
税
の
推
進
に
関
す
る

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
標
語
小
学
。
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
中
学
２
年
生

　
町
で
は
、
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
夏
休

み
を
機
に
、
納
税
の
推
進
の
ポ
ス
タ
ー
標
語
を

作
成
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
税
の
正
し
い
理
解

と
共
同
体
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
家
庭
内
に
お
け
る
話
題
提
供

の
機
会
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
に
対
し
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
内

小
学
校
６
年
生
及
び
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に

し
て
、
第
３
回
納
税
の
推
進
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
標
語
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
８
７
３
点
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞

２
熹
小
学
校
・
中
学
校
各
１
点
）
と
優
秀
貸
１
０

点
、
佳
作
2
0
点
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

◇
税
金
で
緑
豊
か
な
萌
づ
く
り

　
　
　
　
　
睦
　
小
　
佐
藤
　
由
美

優
秀
賞

◇
納
税
は

　
　
豊
か
な
く
ら
し
と
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
壬
生
小
　
近
藤
　
早
苗

◇
壬
生
の
土
台
は
納
税
で

　
　
　
　
　
壬
生
小
　
吉
田
　
宜
央

◇
納
税
で
豊
か
な
未
来
わ
が
町
に

　
　
　
　
　
睦
　
小
　
小
倉
由
美
子

◇
納
税
は
明
る
い
未
来
の
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
睦
　
小
　
寺
内
　
夏
子

佳
　
　
作

○
壬
生
小
　
山
本
　
忠
芳
、
酒
井

康
博
　
○
羽
生
田
小
　
加
藤
　
明
子

○
稲
葉
小
　
坂
田
　
洋
子
　
○
藤
井

小
　
橋
本
　
竜
児
　
○
壬
生
北
小

西
潭
　
昌
恵
　
○
安
塚
小
　
赤
羽
根

幸
枝
　
○
壬
生
東
小
　
高
峰
　
里
恵

○
睦
小
　
門
脇
　
拓
、
原
子
　
潤
子

最
優
秀
賞

◇
税
金
で
明
る
い
社
会
と
国
づ
く
り

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
香
山
　
恵
子

睦
　
小
　
宇
賀
神
智
美
　
優
秀
賞

◇
納
税
は
輝
く
町
へ
の
第
一
歩

中
学
生
に
対
す
る
税
の
標
語

　
栃
木
税
務
署
で
は
、
税
務
の
公
平
適
正
な
執

行
を
図
る
ほ
か
、
学
生
、
社
会
人
を
対
象
と
し

た
租
税
教
育
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
年
も
「
中
学
生
に
対
す
る
税
の
標
語
」
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
壬
生
中
及
び
南
犬
飼
中
の
２

校
か
ら
総
数
４
２
点
の
標
語
作
品
が
応
募
さ
れ
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
栃
木
税
務
署
長
賞
２
点
、
栃
木

県
税
事
務
所
長
賞
１
点
が
選
定
さ
れ
た
ほ
か
、

町
か
ら
町
長
貸
１
０
点
が
併
せ
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

壕、＿

栃
木
税
務
署
長
賞
（
２
点
）

☆
税
金
で
創
る
我
が
町
我
が
こ
こ
ろ

　
　
壬
生
中
　
３
年
　
賀
長
亜
若
子

立
入
一
人
の
税
金
で

　
　
　
　
明
る
い
未
来
と
街
づ
く
り

　
　
南
犬
飼
中
２
年
　
大
村
　
陽
子

栃
木
県
税
事
務
所
長
賞
（
１
点
）

☆
明
る
い
明
日
揮
く
未
来

　
　
　
み
ん
な
の
た
め
に
生
き
る
税

　
　
南
犬
飼
中
２
年
　
関
根
　
良
江

町
長
賞
（
1
0
点
）

☆
税
金
は
み
ん
な
の
幸
せ
築
く
も
と

　
　
　
壬
生
中
　
３
年
　
小
林
　
久
人

☆
税
金
は
住
み
よ
い
町
を
築
く
も
と

　
　
壬
生
中
　
２
年
　
三
上
　
貴
代

☆
Ｔ
入
一
人
の
納
税
で

　
　
　
明
る
く
住
み
良
い
町
づ
く
り

　
　
壬
生
中
　
１
年
　
柏
崎
　
由
加

☆
あ
な
た
の
税
金

　
　
　
明
る
い
郷
土
を
つ
く
り
ま
す

　
　
壬
生
中
　
１
年
　
荒
川
真
若
子

☆
税
金
は
み
ん
な
の
未
来
を
築
く
道

　
　
壬
生
中
　
１
年
　
政
葉
　
美
紀

　
　
　
　
　
　
）

◇
住
み
よ
い
暮
ら
し
支
え
る
税
金

　
　
　
　
壬
生
中
　
小
森
　
純
ｆ

◇
納
税
で
Ｔ
入
一
人
が
町
づ
く
り

　
　
　
　
壬
生
中
戸
田
　
善
久

◇
納
税
は
す
す
ん
で
自
分
か
ら
／

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
大
森
美
紀
子

◇
大
切
で
す

　
　
　
く
ら
し
の
中
で
役
立
つ
税

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
幸
村
　
陽
子

◇
希
望
の
税
金
豊
か
な
未
来

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
東
木
　
　
梓

佳
　
　
作

○
壬
生
中
　
鈴
木
香
代
子
、
犬
類

秋
男
、
日
下
　
優
子
、
田
中
　
邦
彦

川
島
菜
穂
子
、
高
橋
智
恵
子
、
山
口

実
需
、
松
本
　
聖
可
　
○
南
犬
飼
中

三
村
　
麻
紀
、
掛
川
ち
づ
る

☆
税
金
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
明
日
の
社
会

　
　
南
犬
飼
中
３
年
　
只
見
　
清
子

☆
納
税
で
明
る
い
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
社
会

　
　
南
犬
飼
中
２
年
　
長
谷
川
美
陽

☆
税
金
を
納
め
て
安
心

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
未
来

　
　
南
犬
飼
中
２
年
　
椎
田
　
早
苗

☆
税
金
は

　
　
明
る
い
く
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
南
犬
飼
中
２
年
　
大
出
　
泰
代

☆
税
金
で
明
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り

　
　
南
犬
飼
中
１
年
　
石
川
　
成
美
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用
心
し
て
ま
す
か
？

防
犯
診
断
と
防
犯
パ
レ
ー
ド
を
実
施

　
犯
罪
の
な
い
社
会
は
、
わ
た
し
た

ち
町
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
町
で

は
、
警
察
や
自
治
会
と
協
力
・
連
携

し
、
住
み
よ
い
明
る
い
町
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
年
末
を
控
え

た
１
２
月
1
3
日
、
自
治
会
役
員
や
町
消

防
団
、
警
察
の
協
力
に
よ
り
町
内
４

町
民
の
意
識
の
高
揚
を
訴
え
る

地
区
で
防
犯
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
下
表
に
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
多
く
の
方
が
自
分
は
大
丈
夫

と
不
用
心
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
自
動
車
の
一
割
弱
、
オ
ー
ト
バ

壬生町の犯罪発生状況

　　　　　(平成3年１月～11月)

イ
の
４
割
以
上
が
キ
ー
付
き
の
ま
ま

置
い
て
あ
り
、
自
転
車
の
６
割
は
施

錠
し
て
い
な
い
の
に
は
驚
き
で
す
。

　
ま
た
、
防
犯
パ
レ
ー
ド
を
１
２
月
２
０

日
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
東
で
行
い
、

睦
小
５
・
６
年
生
と
鼓
笛
隊
・
睦
地

区
防
犯
推
進
協
議
会
員
、
警
察
の
方

々
、
町
防
犯
関
係
者
約
２
６
０
人
が

参
加
し
、
約
１
�
に
わ
た
り
行
進
し

防
犯
思
想
の
高
揚
を
訴
え
ま
し
た
。

　区分

件数
粗暴犯

窃　　盗　　犯
知 能 犯

ﾝ 穴 a . a ) ､ a ｀ c ｡ む , ご ; ､ a 3 x c c ｀ ゛ j ゛ l

　その他

回回⊇回回回言註

合　計
.侵入盗 乗物盗 その他 計

白発白七生1

件　数
６ 92 121 101 314 ４ １０ 334

構成率 １．８27.5 36.1 30.1 93.7 １．２ ３．３ -

（注）本年発生334件、前年250件、前年対比84件の増加

(12月13日調査)
防犯診断調査結果

一

ｉ

自　　動　　車 白　　転　　車 オートバイ 備考

心仏･心､ぶに陪E出回巴已s伝玉川田田辺回ぶ.密田田,j.､5.､U｡E

m言回に言爪⑤圧言に白皿言

東舞数数。

星言言言に言訃⊇言言 百回付Rｴ本元爆
]緬函巍|

設　工栄二言
回]施綻ぜず才

旧回回回雨回回回呂回
]讐賭 穏珠 米飯

壬　生　地　区 1，321 179 82 409 251 76 24 33

稲　葉　地　区 574 128 152 262 181 156 85 25

南犬飼地区 481 137 60 218 135 45 20 35

おもちゃのまち 779 68 １３ 215 91 　33

-一一

　310

２ 29

計 3,155 512 307 1，104 658 131

％ 16.2％ 9.7％ 59.6％ 42.3％
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食事と健康雄
グラフ①　カルシウム摂取量の異なる
　　　　　地域における骨折の発生率

-Ａ　地域

　　　　高カルシウム

ーＢ　地域

　　　　低カルシウム

Ｂ

カ
ル
シ
ウ
ム
と
骨
折

　
日
本
人
に
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素

の
ひ
と
つ
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
あ
り
ま

す
。
成
人
で
１
日
６
０
０
四
を
所
要

量
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
牛
乳

２
０
０
匹
な
ら
３
本
分
に
相
当
し
ま

す
。
左
記
の
グ
ラ
フ
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
を
多
く
摂
る
地
域
と
少
な
い
地
域

と
で
骨
折
の
割
合
を
比
べ
た
も
の
で

年齢（歳）
35- 40- 45- 50- 55- 60- 65- 70-

　　　　年齢（歳）

グラフ②　生活活動によるカルシウム出納の違い

０
　
　
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０

a
g
l
‐
　
q
e
‐
　
　
e
Q
　
　
N
　
　
｡

　
　
　
　
　
骨
折
数
／
１
万
人
／
年

500mg/日

｀Ｗ／

す
。

　
こ
の
グ
ラ
フ
①
か
ら
、
２
つ
の
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

巾
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
摂
っ
た
方
が

　
骨
折
す
る
串
が
少
な
い
こ
と
。

②
女
性
の
方
が
骨
折
串
が
高
い
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
骨
折
の
原
因
と
な
る
も

の
に
骨
粗
し
ょ
う
症
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
骨
か
ら
カ
ル

シ
ウ
ム
が
抜
け
て
軽
石
状
に
な
っ
て１日３時開立位・

歩行などを含む

21時間は臥位

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
‐　寝たきりの生活

(臥位運動・坐位を含む)

－
１
嚇
―
‐
Ｉ

普通の生活

300mg/日

し
ま
う
も
の
で
す
が
、
特
に
閉
経
を

過
ぎ
た
女
性
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
流
出

が
激
し
い
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、

若
い
こ
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の
カ
ル
シ

ウ
ム
を
蓄
積
し
て
お
い
た
方
が
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
グ
ラ
フ
②
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
健
康
な
学
生
を
対
象
に

し
た
実
験
だ
そ
う
で
す
。
普
通
の
生

活
を
し
て
い
る
時
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

出
納
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
寝
た
き
り
の
生
活
を
し

身近収税/軋

燧趾公主

きちんと納税しよう

　
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
は
、
納
税

者
が
自
ら
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所

得
と
税
額
と
を
正
し
く
計
算
し
て
申

告
し
、
納
税
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

　
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
）

て
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
カ
ル
シ
ウ
ム

が
抜
け
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
１
日
３
時
間
く
ら
い
自
分
の
足

で
立
つ
だ
け
で
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が

抜
け
出
る
の
を
防
げ
る
と
い
う
こ
と

を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
健
康
な
骨
を
っ
く
る
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
す

る
と
と
も
に
、
運
動
を
心
が
け
て
骨

に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
い
う
こ
と
が
理
解
し
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

　
大
部
分
の
納
税
者
の
方
は
、
適
正

な
申
告
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
部
の
人
が
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
、
あ

る
い
は
故
意
に
過
少
申
告
を
す
る
納

税
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
中
で
特
に
悪
質
で
大

口
な
納
税
者
に
対
し
て
は
、
不
足
分

の
税
金
を
納
め
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

刑
事
罰
を
も
科
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
査
察
調
査
を
行
う
な
ど
、
厳
し

く
対
処
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
所
得
に
応

じ
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税

金
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
は
、
正
し

い
申
告
と
納
税
を
さ
れ
て
い
る
納
税

者
を
裏
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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こ
こ
か
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

使
用
禁
止
の
指
定
地
域
で
す

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ
ん
公
害
は
、
特
に
雪
国
の

人
々
や
そ
の
観
光
地
で
は
大
き
な
生
活
上
の
問
題
で
す
。
私

た
ち
ド
ラ
イ
バ
ー
が
観
光
地
な
ど
へ
出
か
け
る
時
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
使
用
を
心
が
け
る
こ
と
が
、

こ
の
粉
じ
ん
問
題
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
指
定
区
域
は
、
壬
生
町
に
隣
接
す
る
宇
都
宮
市
や
鹿
沼
市

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ｏスパイクタイヤの使用禁

　止は平成３年４月１日か

　ら適用。

ｏ罰則は平成４年４月１日

　から適用となります。

ｏ指定地域内で積雪・凍結

　以外の道路をスパイクタ

　イヤで走行すると10万円

　以下の罰金が利せられま

　す。

【問合せ先】栃木県衛生環境部公害課

　　　　　　　　　�0286（23）3190
スパイクタイヤ粉じんの
発生の防止に関する法律

l¨-－ユ
痴皿

嘸〃

〃 W

W゛ス
ポ
ー
ツ

○
軋
）

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

　
　
　
ザ
・
ゲ
ー
ム

グ
ル
ー
フ

　
バ
ン
フ
ー
・
ダ
ン
ス

　
こ
の
競
技
は
、
Ｉ
チ
ー
ム
８
人
で

構
成
し
、
２
人
は
長
さ
４
ｍ
程
度
の

竹
棒
２
本
を
打
ち
つ
け
る
係
（
リ
ズ

ム
キ
ー
パ
上
に
な
り
ま
す
。

　
リ
ズ
ム
キ
ー
パ
ー
は
２
本
の
竹
棒

の
両
端
に
膝
を
つ
い
て
向
い
合
い
、

両
手
で
竹
棒
を
つ
か
み
ま
す
。
「
ヨ
ー

イ
、
ス
タ
ー
ト
」
の
合
図
を
か
け
。

　
「
イ
チ
、
ニ
、
サ
ン
」
と
３
柏
子
の

リ
ズ
ム
で
２
本
の
竹
棒
を
、
棒
、
床
、

床
の
順
に
打
ち
続
け
ま
す
。

　
先
頭
の
人
が
棒
に
対
し
右
側
か
ら

入
る
場
合
…
…
イ
チ
で
右
足
を
上
げ
、

二
で
右
足
を
２
つ
の
棒
の
問
に
入
れ

て
左
足
は
浮
か
し
、
サ
ン
で
左
足
を

棒
の
間
に
入
れ
右
足
を
浮
か
し
ま
す
。

続
い
て
、
イ
チ
で
右
足
を
棒
の
右
外

側
に
着
き
左
足
を
浮
か
し
、
二
で
左

足
を
棒
の
間
に
入
れ
て
右
足
を
浮
か

し
て
、
サ
ン
で
左
足
を
浮
か
し
右
足

は
棒
の
間
へ
と
繰
り
返
し
ま
す
。

　
先
頭
の
人
が
１
往
復
し
た
ら
、
２

番
目
の
人
が
加
わ
り
足
並
み
を
揃
え

て
ス
テ
ッ
プ
し
ま
す
。
そ
の
時
、
前

の
人
の
肩
に
両
手
を
か
け
ま
す
。
同

様
に
６
人
が
順
次
加
わ
っ
て
行
き
ま

す
。

　
最
後
の
６
人
が
加
わ
り
反
対
州
に

移
動
し
た
時
点
か
ら
右
ま
た
は
左
へ

移
動
す
る
ご
と
に
数
え
ま
す
。
１
人

で
も
足
並
み
が
乱
れ
た
時
点
で
終
了

と
な
り
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
３
回
と
し
、
最
高

回
数
が
チ
ー
ム
の
記
録
と
な
り
ま
す
。

３
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ご
と
に
リ
ズ
ム

キ
ー
パ
ー
と
ス
テ
ッ
プ
役
と
の
交
替

を
認
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
間
の
休
憩
タ

イ
ム
は
３
０
秒
と
し
ま
す
。

　
実
施
場
所
は
特
に
限
定
は
し
ま
せ

ん
が
、
危
険
の
な
い
場
所
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
用
具
は
、
町
総
合
運
動

場
（
�
顛
９
｀
９
り
４
ｒ
ａ
）
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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自
転
車
も
通
れ
る

車
塚
歩
道
橋
が
完
成

゛へ心

車眼泌道橋の開通を祝い清水町長、佐藤県議、字眼県道路推持課長らがテーフカット

　
開
通
式
を
行
う

　
県
道
宇
都
宮
・
栃
木
線
（
壬
生
バ

イ
パ
ス
）
の
牛
塚
・
車
塚
古
墳
（
国

指
定
）
入
口
に
車
塚
歩
道
橋
が
完
成

し
、
県
や
町
関
係
者
を
は
じ
め
、
地

元
の
地
権
者
や
学
校
関
係
者
な
ど
約

４
０
名
が
出
席
し
て
1
2
月
２
６
日
、
開
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
字
路
は
、
従
来
、
手
押
し

式
信
号
機
の
横
断
歩
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
片
側
２
車
線
の
直
線
道
路
で

交
通
量
が
多
く
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
も

出
や
す
い
危
険
な
場
所
で
も
あ
り
ま

し
た
。

陳
情
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

渡り初め

県体育指導委員

功労者表彰

10年間体育振興に貢献
正浩さん鈴木

　
栃
木
県
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議

会
は
、
長
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
員

と
し
て
、
地
域
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
方

の
平
成
３
年
度
表
彰
を
去
る
1
2
月
７

日
、
栃
木
県
自
治
会
館
に
お
い
て
行

い
ま
し
た
。

　
木
町
か
ら
鈴
木
正
浩
さ
ん
（
安
塚
）

が
、
1
0
年
間
に
及
ぶ
体
育
指
導
員
と

し
て
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
功
労
者

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
｀
）

体
育
指
導
員

　
功
労
賞
を
受
賞
し
て

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
正
浩

　
こ
の
度
、
永
年
に
わ
た
る
体
育
指

導
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

栃
木
県
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
誠
に
光
栄
に
存
し
ま
す
。

　
私
た
ち
体
育
指
導
員
は
、
壬
生
町

の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展

に
寄
与
す
る
と
同
時
に
「
町
民
Ｉ
ス

ポ
ー
ツ
」
推
進
の
原
動
力
と
な
る
こ

と
が
役
割
な
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
一
番
大
切

な
事
は
、
「
健
全
な
体
力
と
豊
か
な
心

づ
く
り
」
で
す
。
こ
れ
ら
を
推
進
す

る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
の
見
識
を

広
め
、
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
技
術
を
琢
磨
し
な
が
ら
体
育
指

導
員
の
一
員
と
し
て
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
努
力
し
、
町
民
の
皆
様
方

の
健
全
な
体
力
づ
く
り
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
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熱心に佐山先生の講演を聞き入っていました

睦小チームが優勝

　　小学校サッカー大会
　
壬
生
町
小
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
全
が

町
総
合
運
動
場
で
1
2
月
１
１
八
日
、
各
小

学
校
か
ら
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
睦
小

チ
ー
ム
と
壬
生
小
チ
ー
ム
。
ど
ち
ら

も
１
回
戦
、
準
決
勝
と
と
も
に
勝
っ

て
波
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
試
合
は
両

チ
ー
ム
と
も
互
角
の
戦
い
で
し
た
が
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
責
重
な
１
点
を
入

れ
た
睦
小
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

（
）
成
□
殲
〕

優
　
勝
　
　
睦
　
小
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
壬
生
小
チ
ー
ム

第
＝
一
位
　
　
壬
生
北
小
チ
ー
ム

　　.Ji

心

睦地区の

　コミュニティ文化祭

接戦を制し優勝した睦小イレブン

　
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
婦
人
部
会
（
斉
藤
登
美
子
部
会
長
）

主
催
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
祭
」

が
１
２
月
８
日
、
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ラ
ア

ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
文
化
の
薫
る
心
の
ふ
れ
あ
い
を

求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
全
員
の
作
品
展
示
や
抹
茶
の

接
待
、
け
ん
ち
ん
・
お
し
る
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
カ
ラ
オ
ケ
や
舞

踊
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
独
協
医
科
大
学

病
院
産
婦
人
科
婦
長
、
佐
山
静
江
先

生
の
講
演
も
催
さ
れ
、
盛
況
で
し
た
。

･きｰ・4〃lll

青
少
年
健
全
育
成

　
　
標
語
入
選
者
を
表
彰

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の

明
る
く
住
み
良
い
地
域
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
青
少
年
自
身
の
自
覚
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
中
学
校

２
年
生
を
対
象
に
青
少
年
健
全
育
成

標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
鍛
優
秀
１
点
、
優

秀
２
点
、
佳
作
７
点
が
選
ば
れ
、
1
2

月
2
1
日
、
役
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

〔
衷
�
芦
〕

最
優
秀

○
ふ
れ
あ
い
は
非
行
防
止
の
第
一
歩

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
幸
村
　
陽
子

優
　
秀

○
考
え
て
あ
な
た
の
道
を
も
う
一
度

　
　
　
　
壬
生
中
　
篠
崎
　
俊
哉

○
育
て
よ
う

　
　
　
非
行
に
打
ち
勝
つ
強
い
心

　
　
　
　
壬
生
中
　
片
山
　
佳
志

佳
　
作

○
壬
生
中
　
望
月
　
　
綾
、
岡
部

さ
お
り
　
○
南
犬
飼
中
　
渡
辺
　
紀

最
優
秀
の
幸
村
さ
ん
（
中
央
）
と
　
　
夫
、
斎
藤
　
義
行
、
國
安
　
美
幸
、

優
秀
の
篠
崎
君
（
右
）
と
片
山
君
（
左
）
長
谷
川
和
子
ヽ
石
毛
　
健
一



･暖、

　　Ｗ゛

-

い広場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

　
　
元
気
は
つ
ら
つ

　
　
「
３
日
間
休
む
と
、
体
の
調
子
が

お
か
し
く
な
る
」
と
話
す
安
市
さ
ん

　
兄
歳
）
、
シ
ゲ
さ
ん
（
７
６
歳
）
は

あ達者
カッフjl

ﾝ]ｻﾔ

(⑩西高野

ぢ　安市さん(79)妻゜山シゲさん(76)夫

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
父
）
遠
　
藤
　
正
　
信
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
八
重
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
丈
夫
で
の
び
の
び
と
遊
び
、

（
上
長
田
）

い
文
万
放

心
崇
い
友

ちゃん

ちゃん

青
春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

　　　　子供と遊んでるのが好き

　　　　　　　　　城南丿小峰さゆりさん

　『大学で学んだことを生かしたい､』と大学病院

の看護補助具から昨年４月、第２保育所の保母さ

んになったさゆりさん。子どもと遊んでいるのが

好きで｢大変ですけど楽しいiと話し、毎日１歩

ずつ歩けるようになる子どもの姿に感動も。｢と

にかく、先輩を見習いながらいろいろ学んで､早く

一人前になりたい､｣と話す瞳は輝いていました。

チピッ子アルハム

（５歳.長男.左）

（３歳.2男.右）

素
直
な
明
る
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
父
）
出
　
井
　
文

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
孝

あ
母
さ
ん
か
Ｓ
一
言

夫
さ
ん

枝
さ
ん

（
西
高
野
）

毅彦ちゃん（１歳.2男）



和
紙
の
作
品
を
前
に

　ふれあいと連帯で地域づくり

　　　　　　　　　城南婦人会

　人生80年時代を迎え、生涯学習の推進が叫ば

れる中､城南婦人会（田中ミヨ会長･会員60名）

では、心の豊かさを大切にしながら、より充実

した人生を送ろうと、生き生きとした地域活動

を展開しています。

　特に、老人会といっしょに進めている「和紙

人形づくり」では、30代～80代までの幅広い交

流が図られているほか、旅行やダンス、料理、

健康教室などの自主的活動に意欲的に取り組ん

でおり、また、ふるさとまつり、環境美化キャ

ンペーンをはじめとした、自治会内外の行事に

も積極的に参加して、明るい地域の輪を広げて

います。

稲葉小学校６年

　小　島　美保子

3､れﾚ翫

雨
で
も
カ
ッ
パ
を
着
て
」
、
週
３
回
、

近
く
の
コ
ー
ト
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
安
市
さ
ん
は
、
1
4
年
程
前
、
本
町

に
初
め
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
取
り
入

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
２
級
審
判
員

の
資
格
も
侍
っ
て
お
り
、
昨
年
か
ら

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
ト
ッ
プ
と

し
て
、
４
０
０
名
の
会
員
を
り
Ｉ
ド

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
ゲ
さ
ん
も
、
３
級
審
判
員
を
持

っ
て
い
る
ほ
か
、
地
元
チ
ー
ム
で
活

躍
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
、
農
協
の
大

会
で
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
安
市
さ
ん
は
菊
の
世

話
が
趣
味
で
、
「
夏
は
３
時
半
に
起

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
カ

ｈ

き
で
、
「
小

き
て
、
手
入
れ
を
始
め
る
」
そ
う
で

す
。
シ
ゲ
さ
ん
は
書
道
と
詩
吟
で
、

特
に
詩
吟
は
、
免
許
皆
伝
と
い
う
本

格
派
で
す
。

　
結
婚
さ
れ
て
５
５
年
が
た
ち
、
４
人

の
お
子
さ
ん
と
1
0
人
の
お
孫
さ
ん
に

恵
ま
れ
た
、
お
２
人
の
お
元
気
な
秘

訣
は
、
「
好
き
嫌
い
を
し
な
い
こ
と

と
、
早
寝
早
起
き
」
、
そ
し
て
安
市

さ
ん
は
、
月
曜
日
だ
け
休
む
「
２
合

の
晩
酌
」
だ
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
上
達
の

Ｊ
ツ
を
尋
ね
る
と
、
「
い
ろ
い
ろ
な

打
法
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
基
本

姿
勢
が
一
番
大
切
で
す
ね
１
０
と
、
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

稲葉小学校

　木　村

３年

聡

脆
◎
⑩
凪



毛
塚
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サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
一
斉
放
水

町
消
防
団
が
通
常
点
検

　
火
災
の
多
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
町
消
防
団
（
梁

島
安
男
団
長
）
で
は
１
２
月
１
日
、
壬
生
小
校
庭
で
通
常
点

検
を
行
い
ま
し
た
。

　
団
員
た
ち
は
終
始
機
敏
な
動
作
で
、
点
検
者
の
清
水
町

長
や
来
賓
を
前
に
、
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
充
分
に
発
揮

服
装
や
機
械
器
具
、
そ
し
て
ポ
ン
フ
操
法
、
場
所
を
移
し

て
藤
井
橋
下
で
の
放
水
点
検
に
臨
み
、
最
後
に
壬
生
中
フ

つ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
、
壬
生
駅
か
ら
壬
生
小
ま
で
分
裂

行
進
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
彰
式
で
は
功
績
の
優
れ
た
団
員
や
永
年
勤
続

者
、
優
良
消
防
団
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
の
表
彰
を
行

う
と
と
も
に
、
退
団
者
、
消
火
協
力
者
、
早
期
発
見
者
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

一
、
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

▼
功
績
章
　
　
　
　
第
一
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
本
和
夫

▼
勤
続
章
（
３
０
年
）
団
　
長
梁
島
　
安
男

　
　
　
　
（
２
５
年
）
副
団
長
中
川
　
勝
明

　
　
　
　
（
1
5
年
）
第
一
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
本
和
夫

　
　
　
　
（
″
）
第
三
分
団
副
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡
　
栄

▼
感
謝
状
贈
呈
　
永
年
勤
続
消
防
団
員

　
　
　
　
　
　
夫
人
・
団
長
令
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
島
フ
ミ
子

二
、
栃
木
県
消
防
協
会

　
　
　
下
都
賀
支
部
長
長
彰

▼
勤
続
章
（
５
年
）

第
二
分
団
第
三
部
（
部
長
）
館
野
欣
一

第
一
分
団
第
二
部
（
団
員
）
斉
藤
　
　
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
）

第
一
分
団
第
四
部
（
団
員
）
武
関
　
一
美

　
　
　
μ
　
　
μ
　
（
″
）
橋
本
昭
一

　
　
　
μ
　
　
μ
　
（
″
）
海
老
沼
重
明

　
　
　
″
第
五
郎
（
団
員
）
板
橋
　
俊
美

　
　
　
μ
　
　
μ
　
（
″
）
高
木
幸
一

第
二
分
団
第
三
部
（
班
長
）
落
合
　
章
男

　
　
　
″
第
五
郎
（
部
長
）
出
井
正
一

第
三
分
団
第
二
部
（
部
長
）
大
垣
　
吉
宏

　
　
　
μ
　
　
μ
　
（
班
長
）
広
沢
　
薫

　
　
　
μ
　
　
μ
　
（
団
員
）
粂
川
利
男

　
　
　
″
第
三
部
（
部
長
）
鮎
田
敬
Ξ

　
　
　
μ
　
　
μ
　
（
班
長
）
斉
藤
　
進

　
　
　
″
第
四
部
（
団
員
）
清
野
　
信
夫

　
　
　
μ
　
　
μ
　
（
団
員
）
粂
川
明
夫

団
の
吉
岡
　
栄
副
分
団
長
が
功
績
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
制
服
姿
も
リ
リ
し
い
団
員
た
ち

土
石
生
町
長
長
彰

▼
優
良
部

　
ｏ
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
二
分
団
第
一
部

　
　
″
第
五
郎
（
団
員
）
鈴
木
保
嗣

　
以
上
の
方
々
は
、
壬
生
町
長
表
彰

も
受
賞
さ
れ
、
こ
の
中
で
、
第
三
分
　
　
▼
努
力
賞
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
一
分
団
第
一
部

　
○
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
戦
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
三
分
団
第
四
部

▼
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
選
者

優
秀
賞

Ｏ
小
学
一
年
（
睦
小
）
渡
部
　
鉄
平

　
　
　
　
　
　
（
稲
小
）
増
山
　
　
藍

ｏ
小
学
二
年
（
藤
小
）
鶴
見
　
倫
哉

　
　
　
　
　
　
（
羽
小
）
高
山
　
聡
美

　
　
　
　
　
　
（
東
小
）
渡
辺
佳
世
子

ｏ
小
学
三
年
（
壬
小
）
荒
川
　
真
一

　
　
　
　
　
　
（
壬
小
）
寺
内
　
香
織

　
　
　
　
　
　
（
羽
小
）
神
水
ゆ
み
こ

○
小
学
四
年
（
東
小
）
池
田
　
真
弓

　
　
　
　
　
　
（
北
小
）
伏
木
美
由
起

ｏ
小
学
五
年
（
東
小
）
大
粟
　
　
優

　
　
　
　
　
　
（
安
小
）
築
島
　
万
実

○
小
学
六
年
（
稲
小
）
渡
辺
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
（
東
小
）
其
ｍ
　
吉
弘

　
　
　
　
　
　
（
壬
小
）
高
山
　
　
毅

▼
感
謝
状
贈
呈

Ｏ
平
成
二
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
大
山
　
博
ほ
か
5
1
名

〇
永
年
勤
続
消
防
団
員
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
島
フ
ミ
子

　
　
　
　
　
　
第
三
分
団
第
一
部
　
　
○
消
火
協
力
者

ｏ
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
戦
車
の
部

　
　
　
　
　
　
第
二
分
団
第
二
部

　
　
　
　
　
　
第
二
分
団
第
五
郎

〇
早
期
発
見
者
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『
瓢
（
ヒ
サ
ゴ
）
と
く
ら
し
』
そ
の
②

　
　
芸
術
の
素
材

　
ヒ
サ
ゴ
　
（
干
瓢
の
原
材
料
で
あ
る

ユ
ウ
ガ
オ
や
フ
ク
ベ
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

な
ど
の
総
称
）
は
、
ひ
ょ
う
き
ん
な

も
の
、
古
ぼ
け
た
も
の
と
見
ら
れ
た

り
、
「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
か
ら
駒
」
の
よ
う

な
意
外
な
こ
と
の
た
と
え
に
使
わ
れ

た
り
す
る
程
度
で
、
日
本
で
は
あ
ま

り
重
要
認
識
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ヒ
サ
ゴ
は
芸
術
の
素
材

と
し
て
世
界
中
で
実
に
多
様
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
切
る
、
彫
る
、
透
す
、

描
く
、
塗
る
、
染
め
る
、
焼
く
、
い

ぶ
す
、
は
ぐ
、
被
せ
る
、
付
け
る
、

埋
め
る
、
み
が
く
、
刷
る
ー
－
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
加
工
や
細
工
が
可
能
で

す
。

　
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
組
合
せ
る
、

ｉ
染
め
て
彫
る
、
彫
っ
て
墨
を
入
れ
る

七
な
ど
の
技
法
や
、
生
心
ヒ
サ
ゴ
に
傷

皿
　
を
つ
け
、
ケ
ロ
イ
ド
状
の
浮
き
出
し

皿
　
で
字
や
絵
を
表
す
台
湾
や
中
国
の
傷

|||||||||||||1111111 15

刻
、
ま
た
若
い
果
実
を
型
に
入
れ
て

作
る
変
形
な
ど
、
ヒ
サ
ゴ
な
ら
で
は

の
加
工
法
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ヒ
サ
ゴ
は
軽
い
う
え
に
水

が
漏
れ
ず
、
細
工
が
し
や
す
い
の
で

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
器
に
な
り
ま
す
。

壷
、
椀
、
コ
ッ
プ
、
皿
、
た
ら
い
、

洗
面
器
、
水
筒
、
酒
器
、
塩
入
れ
、

ひ
よ
う
た
ん
製
杓
子
（
マ
リ
中
部
）

米
び
つ
、
種
子
入
れ
、
牛
乳
入
れ
、

火
薬
入
れ
、
弾
入
れ
、
炭
入
れ
、
タ

バ
コ
入
れ
、
石
灰
入
れ
、
七
味
入
れ
、

衣
装
箱
、
薬
龍
、
花
器
、
重
箱
、
龍

鳥
龍
、
虫
龍
、
つ
る
べ
、
ひ
し
や
く
、

さ
ら
に
、
じ
ょ
う
ご
、
ふ
る
い
、
ざ

る
、
さ
し
、
火
吹
き
な
ど
１
０
０
を

越
え
る
生
活
用
品
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ヒ
サ
ゴ
は
、
世
界
各
地
で
土
器
に

先
立
っ
て
（
日
本
、
中
国
を
除
く
）

出
土
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
な

ぜ
土
器
は
丸
い
の
で
し
ょ
う
か
。
自

由
な
発
想
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
な

ら
ば
、
円
錐
形
で
も
鉢
形
で
も
よ
い

は
ず
で
す
。
実
は
、
土
器
の
モ
デ
ル

と
し
て
壷
形
の
ヒ
サ
ゴ
が
存
在
し
て

い
た
の
で
す
。
初
期
の
土
器
は
そ
の

形
に
似
て
い
ま
す
。

　
土
器
が
ヒ
サ
ゴ
よ
り
す
ぐ
れ
て
い

る
点
は
、
繰
り
返
し
煮
炊
き
が
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
ヒ
サ

ゴ
で
も
火
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
水
を

入
れ
て
充
分
時
間
を
置
い
た
ヒ
サ
ゴ

を
、
ガ
ス
の
炎
で
直
接
熱
す
る
実
験

１

ｆ　　　●』

｀Ｗ　〃･

ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

金
１
万
円

　
　
東
武
ガ
ス
㈱
壬
生
営
業
所
様

金
３
万
円
　
　
（
２
回
）
匿
　
名
様

全
５
千
円

金
５
千
円

金
３
千
円

金
１
万
円

全
４
千
円

山
口
　
幸
子
様

高
木
　
昭
平
様

　
　
匿
名
様

城
南
婦
人
会
様

　
　
（
３
回
）

　
　
社
交
ダ
ン
ス
を
た
の
し
む
今
様

金
２
万
円
　
　
　
　
石
川
　
サ
ト
様

金
３
６
万
２
千
２
９
２
円
　
（
1
5
回
）

　
　
　
お
も
ち
や
団
地
協
同
組
合
様

を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
底
は
こ
げ
た
　
　
金
１
万
円

け
れ
ど
も
お
湯
が
沸
い
た
そ
う
で
す
。

　
人
間
の
生
活
と
長
く
関
わ
り
あ
っ

た
ヒ
サ
ゴ
も
、
今
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
に
押
さ
れ
、
多
く
の
国
で
生

活
用
品
の
主
役
を
降
り
消
滅
し
つ
っ

あ
り
ま
す
。
購
入
時
に
は
美
し
い
が

使
う
に
従
い
よ
ご
れ
る
一
方
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
対
し
、
ヒ
サ
ゴ
は
使
い

こ
な
せ
ば
こ
な
す
ほ
ど
昧
が
で
て
き

ま
す
。

　
こ
の
ヒ
サ
ゴ
か
ら
作
ら
れ
た
芸
術

品
を
何
と
か
保
存
し
、
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
９
回
）

　
　
　
壬
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
様

金
２
千
５
６
３
円
　
　
　
　
（
４
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
健
一
様

金
３
万
円
（
２
回
）
山
崎
　
愛
子
様

金
８
６
３
円
（
1
3
回
）
渡
辺
　
寅
ハ
様

金
５
万
円
　
　
　
　
　
　
　
（
９
回
）

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
キ
リ
ス
ト
教
会
様

⑤言
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

今
に
し
て
遺
憾
の
言
葉
の
べ
て
お
り

極
束
裁
判
は
な
ん
だ
っ
た
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
　
ノ
リ

　
　
　
あ
か
心

大
空
を
茜
に
染
め
て
太
陽
の

山
に
沈
む
を
月
が
見
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美

改
築
に
伐
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
庭
の
木
々

丹
精
し
た
る
九
は
い
ま
亡
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
川
小
千
代

玩
具
め
く
犬
さ
き
ピ
ン
ク
の
炊
飯
器

老
の
厨
に
は
な
や
ぎ
て
在
り

　
　
俳
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

し
た
た
か
に
焼
跡
を
打
つ
冬
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

し
ぐ
る
る
や
男
の
句
う
鉄
工
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

訪
え
ば
母
の
着
せ
か
く
ち
や
ん
ち
や

ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
木
兎

雲
悠
々
、
人
間
に
だ
け
来
る
師
走
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壬
生
路
を
走
る

　
第
７
回
自
治
会
対
抗
駅
伝
大
会
が

1
2
月
８
日
、
町
総
合
運
動
場
を
発
着
　
　
４
　
位

点
に
町
内
一
周
コ
ー
ス
（
1
0
区
間
、

２
２
こ
ぶ
）
で
行
わ
れ
、
町
内
自
治
　
　
５
　
位

会
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
前
半
、
緑
町
三
丁
目
　
　
６
　
位

が
飛
び
出
し
、
そ
れ
を
六
美
南
部
第

一
、
車
塚
、
そ
し
て
出
遅
れ
た
壬
生

下
馬
木
が
追
い
か
け
る
展
開
と
な
り

ま
し
た
が
、
】
区
を
境
に
六
美
南
部

第
一
が
ト
ッ
プ
を
独
走
し
、
そ
の
ま

ま
ゴ
ー
ル
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

氷
蔵
｛
三
「
三
筆
四

優
　
勝
　
六
美
町
南
部
第
一

　
　
　
　
　
♀
時
間
２
８
分
1
3
秒
）

準
優
勝
　
壬
生
下
馬
木

　
　
　
　
　
〒
時
間
3
0
分
３
０
秒
）

３
　
位
　
緑
町
三
丁
目

１区　１位

　二三　短麿言言

六
美
町
南
部
第
一
が

後
半
を
独
走
し
優
勝

　
　
　
　
〒
時
間
3
1
分
２
秒
）

西
高
野

　
　
（
１
時
間
3
1
分
１
５
秒
）

至
宝
町
南

　
　
（
１
時
間
3
2
分
４
秒
）

至
宝
町
北

　
　
〒
時
間
３
３
分
５
８
秒
）

八
皿

１４１
四
皿
皿
］

・
＾区

間
一
位
表
彰

Ｉ
区
（
２
・
３
�
、
小
学
生
）

　
京
屋
　
拓
磨
（
緑
町
三
）
９
分
７
秒

２
区
（
１
㎞
、
女
性
）

　
政
葉
　
幸
恵
（
下
馬
木
）
３
分
４
２
秒

３
区
（
３
・
５
�
）

　
高
畑
　
　
武
（
車
　
尿
石
分
２
７
秒

４
区
（
２
・
２
�
）

　
藤
倉
　
数
行
（
緑
町
三
）
７
分
５
８
秒

５
区
（
２
・
門
ｍ
）

　
藤
倉
嘉
之
輔
（
緑
町
三
）
９
分
６
秒

２区　１位

ﾂﾞ陪乗幸恵さんＭ

゛吻Wi

初
優
勝
の
六
美
町
南
部
第
一
チ
ー
ム

６
区
（
２
・
１
�
）

　
矢
口
　
靖
之
（
至
宝
北
）
８
分
１
１
秒

７
区
（
１
・
９
�
）

　
高
山
　
茂
久
（
至
宝
南
）
７
分
２
５
秒

８
区
「
２
」
）

　
清
水
　
一
男
（
下
馬
木
）
７
分
７
秒

９
区
「
２
・
６
」
）

　
栃
木
　
孝
医
（
六
美
南
一
）
９
分
1
8
秒

1
0
区
（
２
・
４
㎞
）

　
五
十
嵐
輝
令
（
至
宝
北
）
９
分
5
0
秒

自区　！位

　扇ｒ　武さ岬リ

８区　１位

　清水一男さん(41)

フ区　１位

　高山茂久さん鼎

･1位

漓之さﾒ'Ilj(130

６区

失､ｊ

５区　１位

　寸言言上居万言三

４区　１位

　⑤尚　匹▽ブヘレ

大
農
七

千

…
……

一
ハ
ー皿
1 1

四

゛
一
頭

ブ

－ -

10区　１位

五十嵐輝幸さん㈲

９区　１位

　栃水害正さん回‥

まちのうごき

………i……=…………　　　1月１日現在

,026人（＋16）

,777人（土0）

,249人（＋16）

rl,880世帯（十４）

）内は前月比
（
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